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⻄北カリブーの群れ減少の

要因 気候変動が疑われる

北⽶最⼤級のカリブーの群れの数が急降下し

ており、気候変動が個体数減少の原因である

可能性が⾼い。Alaska�Department�of�Fish�

and�Gameによると、アラスカの⻄部北極圏

カリブーの群れは、過去40年以上にわたって

減少しており、その数は16万4,000頭で、

2003年に過去最⼤であった50万頭近くから減

少している。

記事参照：Climate�change�seen�as�suspected�

factor�in�Western�Arctic�Caribou�Herd�decline�

-�ArcticToday（2023.1.4/Arctic�Today）

Caribou from the Western Arctic Caribou Herd prepare to swim 
across the Noatak River, heading south on their fall migration. (Mike 
Thompson / National Park Service)

イヌイット・ヘリテージ・

トラスト 伝統的地名が失わ

れる前に地図化

イヌイット・ヘリテージ・トラストの地名プ

ログラムチームは、2007年以来初めてレゾリ

ュート・ベイを訪れ、伝統的な地名を検討・

収集しました。イヌイット・ヘリテージ・ト

ラストのマネージャーであるリン・ペプリン

スキーとコーディネーターのジッポラ・ウン

ガラックは、レゾリュート・ベイを訪れ、⻑

⽼と彼らの知識であるイヌクトゥト語の伝統

的地名を記録した。ペプリンスキーは、レゾ

リュート・ベイの住⺠の知識をもとに伝統的

な名称をマッピングするのは、他のコミュニ

ティと同様、難しいことだと語った。2007年

に⼀緒に仕事をした⻑⽼の多くは、その後亡

くなっている。そのため、イヌクトゥト語の

地名のマッピングは、今後も必要不可⽋だ。

記事参照：Inuit�Heritage�Trust�maps�

traditional�names�before�they’re�lost�-�

ArcticToday（2023.1.18/Arctic�Today）

https://www.arctictoday.com/climate-change-seen-as-suspected-factor-in-western-arctic-caribou-herd-decline/
https://www.arctictoday.com/inuit-heritage-trust-maps-traditional-names-before-theyre-lost/
https://www.arctictoday.com/inuit-heritage-trust-maps-traditional-names-before-theyre-lost/
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国連が⽀援する国際専⾨家委員会は、オゾン

層を破壊する化学物質を取り除くための数⼗

年にわたる努⼒のおかげで、地球のオゾン層

が回復に向かっていることを明らかにした。

記事参照：U.N.:�Ozone�layer�is�on�track�to�

recover�in�the�coming�decades�:�NPR

（2023.1.10/NPR�）

オゾン層 今後数⼗年で回復

⾒込み 国連が発表

アメリカ最北端の集落に広がるツンドラ地帯

の地下3メートル近くには、北極圏の太古の

過去と未来を物語る氷の世界が広がってい

る。ノーススロープ群最⼤のコミュニティで

あり、⾃治区の住⺠の約半数が住むウトキア

グヴィクにとって、容赦ない温暖化は⼤きな

問題となることを意味する。

記事参照：On�Alaska's�Arctic�coastline,�a�

battle�is�on�to�limit�harm�from�permafrost�

thaw�-�ArcticToday（2023.1.10/Arctic�

Today）

アラスカ北極圏の海岸線で、

永久凍⼟の融解による被害抑

制の戦い

ロシア、EU制裁の結果、

北極圏の⽯油を中国とインド

に経路変更

EUの対ロシア制裁により、北極圏の原油

（Prirazlomnoyeプラットフォーム、Arctic�

GateおよびVarandeyターミナル）が中国やイ

ンドに流されるケースが増えており、現在3隻

がムルマンスクから中国へ向けて航⾏してい

る。専⾨家は、2023年には北極海航路経由の

アジア向け原油輸出が増加すると予想してい

る。

記事参照：Russia�Reroutes�Arctic�Oil�To�

China�and�India�as�Result�of�EU�Sanctions�

(highnorthnews.com)（2023.1.16/High�North�

News）

A view of Utqiagvik, Alaska on October 4, 2018, with no sea ice on 
the horizon and North Slope Borough crews working to protect the 
shoreline from storm surges. (Yereth Rosen)

https://www.npr.org/2023/01/10/1147977166/ozone-layer-recovery-united-nations-report
https://www.arctictoday.com/on-alaskas-arctic-coastline-a-battle-is-on-to-limit-harm-from-permafrost-thaw/
https://www.highnorthnews.com/en/russia-reroutes-arctic-oil-china-and-india-result-eu-sanctions
https://www.highnorthnews.com/en/russia-reroutes-arctic-oil-china-and-india-result-eu-sanctions
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アラスカ州⻄部のウェールズ

村でホッキョクグマが⼥性と

1歳の息⼦を殺害

アラスカ州⻄部のウェールズ村で、ホッキョ

クグマが⼥性とその幼い息⼦を殺害するとい

う極めて珍しい事件が発⽣した、と当局が発

表した。ベーリング海峡学区の管理責任者で

あるSusan�Nedza⽒によると、事件は地元の

Kingikmiut�Schoolの近くで起こったという。

記事参照：Polar�bear�kills�a�woman�and�her�

1-year-old�son�in�Western�Alaska�village�of�

Wales�-�Alaska�Public�Media

（2023.1.18/Alaska�Public�Media）

戦争と制裁にもかかわらず、

ロシアの北極海航路の交通量

が増加

北極海航路（NSR）の輸送は、国際的な事業

者がこの航路を敬遠しトランジット輸送が停

⽌しているにもかかわらず、2022年には3400

万トンと緩やかに増加した。2024年以降は、

ボストーク・オイルの建設に伴い、輸送量が

急増すると予想される。

記事参照：Russia’s�Northern�Sea�Route�Sees�

More�Traffic�Despite�War�and�Sanctions�

(highnorthnews.com)（2023.1.18/High�North�

News）

スウェーデンの国営鉱⼭会社LKABは、スウェ

ーデン北部のキルナ近郊で、100万トン以上

のレアアース酸化物を含む鉱床を発⾒したと

発表した。この鉱床は、ロシアのコラ半島を

除くヨーロッパで最⼤のレアアース発⾒とな

る可能性がある。

記事参照：LKAB�discovers�large�rare�earth�

metals�deposit�in�northern�Sweden�-�

ArcticToday（2023.1.13/Arctic�Today）

LKAB社、スウェーデン北部で

⼤規模な希⼟類⾦属鉱床を

発⾒

2022年は記録上5〜6番⽬の暖

かさ NASAとNOAAが発表

地球の熱は昨年も続き、記録的な温度には⾄ら

なかったが、それでも記録上最も暖かい年の上

位5、6位に⼊ったと、政府機関が報告した。し

かし、⽯炭、⽯油、ガスの燃焼による「容赦な

い」気候変動のため、今後数年間は記録的な猛

暑が続くと予想されると、⽶国政府の科学者は

述べている。

記事参照：2022�was�5th�or�6th�warmest�on�

record�as�Earth's�temperatures�rise,�say�NASA�

and�NOAA�|�CBC�News（2023.1.12/CBC）

https://alaskapublic.org/2023/01/18/polar-bear-kills-woman-boy-in-western-alaska-village-of-wales/
https://alaskapublic.org/2023/01/18/polar-bear-kills-woman-boy-in-western-alaska-village-of-wales/
https://www.highnorthnews.com/en/russias-northern-sea-route-sees-more-traffic-despite-war-and-sanctions
https://www.highnorthnews.com/en/russias-northern-sea-route-sees-more-traffic-despite-war-and-sanctions
https://www.arctictoday.com/lkab-discovers-large-rare-earth-metals-deposit-in-northern-sweden/
https://www.cbc.ca/news/science/nasa-noaa-2022-warmest-year-1.6711845


■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

北極域は、気候変動の影響により⼤きな変化に直⾯しています。その変化は、⾃然環境のみならず、

政治経済、社会、北極先住⺠及び住⺠の⽣活や暮らしにも及び、それらが複合的に絡み合った形で相

互作⽤しています。こうした変化への適応、適応能⼒やレジリエンスの育成のプロセスは、複雑で予

測困難な社会的課題であると同時に、現地住⺠のwell-beingを獲得するための機会となっています。

『北極域実践コミュニティ�VOICES�from�the�ARCTIC』は、北極域実践コミュニティの情報発信の活動

の⼀環として、北極域の多岐にわたる社会的課題やその解決に向けた取組に関連するニュースを集め

て、ダイジェストしたものです。北極域の社会的課題と世界的な課題との関連性を⽰すため、国際連

合『持続可能な開発⽬標（SDGs）』の17の⽬標との対応関係を各ニュースに付しています。今回の

Vol.21は、主に2023年1⽉前半のニュースを掲載しています。
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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